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第1章 
国際貿易の概観 

有斐閣アルマ 国際経済学                       第1章 

自由化への歩みと現状 
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世界の貿易額の推移 

図1-1 世界の貿易額の推移(p.3) 
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（注） 左の縦軸は対数目盛である。 
（出所） World Development Indicators（World Bank）より作成。 
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世界の貿易額の推移 

世界の貿易額の推移：1960～2010年（図1-1、p.3） 

 

・貿易依存度：総貿易額の対GDP比 

・世界の貿易依存度： 

  1960年代は24%前後 

  2000年代後半には60%超 


